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１１
月
２２
日
は
、
二
十
四
節
気

の「
小
雪
」で
す
。
文
字
通
り
、

寒
く
な
っ
て
き
て
、
少
し
雪
が

降
る
と
い
う
こ
と
、
も
う
雪
の

降
る
時
季
で
す

２３
日
は
「
勤
労
感
謝
の
日
」

に
い
な
め
さ
い

で
す
が
、
戦
前
は
「
新
嘗
祭
」

と
い
わ
れ
、
現
代
的
に
い
え
ば

農
業
祭
で
し
た
。
農
作
物
の
収

穫
の
時
、
村
祭
り
の
時
季
で
し

た
。小

雪
の
花
便
り
は
、
茶
の

花
、
紫
式
部
、
吉
祥
草
と
あ
り

ま
す
。

七
十
二
候
は
、
立
冬
の
末
候

「
き
ん
せ
ん
か

さ
く
」
と
、

小
雪
の
初
候
「
に
じ

か
く
れ

て
み
え
ず
」
で
す
。

一
茶
の
句
は
「
寒
し
」。今
年

は
、
早
く
か
ら
寒
さ
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
年
寄
り
に
は
一
段

と
厳
し
く
感
じ
る
も
の
で
、
年

を
越
せ
ば
、
さ
ら
に
寒
い
年
に

な
る
の
か
、
と
言
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

（
文
・
宮
川
洋
一
）

干し柿の出荷量では、長野県は日本一で、“完全渋
柿”から作られる市田柿が全国的に有名ですね。
“完全甘柿”の中で最も多い富有柿は、私の故郷の
奈良県が生産量日本一なんですよ。
柿の実はもちろん、この樹木は材や葉も利用され、

日本では大昔より大変有用な植物でした。
柿渋の「カキタンニン」も利用価値が高く、本邦で

は即身仏（ミイラ）への塗布や、伝統工芸の伊勢型紙
（写真）の和紙の接着にも使われています。

金盞香（１１月１７日～１１月２１日）
虹蔵不見（２２日～２６日）
・１１月２２日、小雪
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北信ローカル 11月18日掲載

「
柿
食
へ
ば
…
」

北
村

豊

（
小
布
施
町
栗
ヶ
丘
）
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【
七
十
二
候
】

去
年
よ
り
一
倍
寒
し
来
年
は一

茶
（
文
政
句
帖
）


